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激動の時代を迎えた
　　研究開発独立行政法人

飯山　賢治

巻 頭 言

２００４年３月に大学を定年退職した後、環境省地
球環境総合戦略研究や科学技術振興調整費による
ASEANバイオマス総合戦略研究に携わり、タイ南
部での地球温暖化ガス排出の制御およびバイオマス
の宝庫である東南アジアの農林産物の有効利用開発
に携わってきました。加えて、中国東北部に広がる
強アルカリ土壌、同西北部での砂漠、黄土地帯等劣
悪土壌での植生修復への土壌有機物の役割について、
現地での観察と実験室での分析をもとに考察を進め
てきていました。フィールドワークとラボワークを
結合することにより、フィールド研究をフィールド
科学といえるものにしたいと考えたからです。その
課題はまだまだ道半ばでしたが、開発途上の地域で
最も欠けているものの一つが、その国・地域の研究
者と技術者の交流であり、もう一つが地域の知識と
科学的知識との複合による現業化ではないかとの判
断にいたりました。小さいけれども研究者同士の交
流、研究者と地域住民の交流の手助けが端緒につい
たところでした。
そんな中、国際農林水産業研究センター（JIRCAS）

の理事長就任の話があり、道半ばの課題を経験豊富
なスタッフとともに追求していくことの可能性を確
信して、今年４月に理事長に就任することになりま
した。しかし、就任して３ヶ月、研究開発独立行政
法人のそして JIRCASの存立の基盤を揺るがす激動
の只中におかれた、というのが率直な感じです。大
学に職を得ていた最後の年にも法人化で翻弄されま
したが、国民、人類の希求、すなわち国だけでなく
国際的な政策課題への対応を直に求められ、科学的
立場を曲げずに、それらの期待に応えなければなら
ない研究開発独立行政法人が置かれている現状は、
大学の時代の経験をはるかに凌ぐものでした。
経済財政諮問会議は「独立行政法人の全面的見直

し」を、総合科学技術会議は「科学技術外交の推進」、
そして研究開発独法の役割として「大学の基礎研究
と企業の橋渡し」を求める閣議決定「イノベーショ
ン２５」と、矢継ぎ早に独法をめぐる動きが出てき
ています。内閣は「イノベーションこそ今後の日本
の活きる道」との立場から研究開発独法に期待する

一方、「民間が出来ることは民間に」との方針のもと、
研究開発独法を含めたすべての独立行政法人（１０１
法人）の存続の必要性自体を見直そうとしています。
このニュースレターが発行されるころには、何らか
の方向が明らかになってくることでしょう。
理事長に就任した直後に大学に就任の挨拶に行き

ましたが、大学でお会いする先生方の多くが「国際
農林水産業研究センター」についてご存知でなく、
唖然としてしまいました。そういう私も大学時代に
発展途上地域での研究活動をしていなかったなら、
その存在と業務そして実績を知らないままでいたこ
とでしょう。一方、発展途上の地域の研究者の中で
は「JIRCAS」がいわば日本を代表する研究機関と
して定着していました。これは、１００人を超す多く
の JIRCAS研究者が、発展途上の国々で現地に根付
いて、現地の研究機関の研究者と真摯な共同研究を
実施し、多くの業績を挙げているからに違いありま
せん。
このような事実は、海外での研究活動とその業績

を国内に還元していないことからくるのではないで
しょうか。開発途上の地域に日本の農林水産技術の
移転により、環境に調和した持続的農林水産物生産
の拡大を図っていることは、直接的にはその地域で
の食を通しての安全・健康な生活の保障、農林水産
業を通じての経済生活の改善をもたらしていますが、
これらの活動は、「食」の多くをこれらの地域に依
存しているわが国にとっても大きな影響をあたえる
ものといえましょう。JIRCASが開発途上地域の農
村を活動のフィールドとしている特徴をいかして生
物生産量と生産地域分布、地域環境、生物資源の性
状・利用状況、農業以外の地場産業を含む地域経済、
教育・技術状況、宗教・文化状況等他では得られな
いデータに加えて、共同研究や研究者の招へいなど
を通じて得られた各国の研究者、研究機関の情報等
を整備、公開し、国内外の多くの人が活用できるよ
うにすることが、JIRCAS の海外での活動の国民、
人類への還元です。そうすることが、研究開発独法
の現在の厳しい状況を根本から変えていく力になる
ことと確信しています。

理事長
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トップ研究拠点を目指して－（所感）－

仙北　俊弘理　事

1）自己紹介
４月１日付で理事を拝命した仙北です。３月３１日
付をもって熱帯・島嶼研究拠点所長を退職し、新し
い任につきました。宜しくお願い致します。
新しい任においては、今中期目標・計画の達成に
向け、中間評価年前年の今年１年は、それぞれのプ
ロジェクト研究の進捗状況を見据え、次期中期目標・
計画を視野に入れ、JIRCASの目指すところについて、
物申していきたいと思っています。具体的には、中
間評価年での軌道修正の必要なプロジェクト、目標
を絞り込み加速化重点化を図っていくプロジェクト
といったメリハリを付け、次期中期目標・計画への
弾丸込めをしていきたいと考えています。

２）組織とは？
JIRCASという組織についてですが、「組織は目的
を持った機能集団であり、守るものではなく常に創
り出していくもの」と考えています。つまり運動体
です。運動体であるためには、推進力が必要です。
JIRCASという運動体の推進力は、私ども職員全員
の力です。研究職員・総務職員・技術専門職員・契
約職員一丸となって推進していく。こうした集団で
なければ、厳しい状況の中での、新たな展開はでき
ません。そして、職員の力を効果的・効率的な推進
力として機能させていくためには、日頃のコミュニ
ケーションが重要です。
「JIRCASが、他の研究機関に比して優位性を持ち、
特色を出していくために、その存在を国民の皆さん
にしっかり認知して貰い国際貢献を果たしていくた
めに、我々は何ができるのか？」このことが、今ま
さに問われています。

３）トップ研究拠点の要件とは？　
６月末の「科学新聞」に、「トップ研究拠点の要件」
という記事が掲載されていました。文科省「科学技

術政策研究所」が、米国の世界トップクラスの研究
拠点（例えばライフサイエンス分野でのコールドス
プリングハーバー研究所、環境・エネルギー分野で
のマサチューセッツ工科大学グローバルチェンジアー
スサイエンスセンターやスタンフォード大学スクール
オブアースサイエンス等９拠点）を調査した結果の
紹介でした。必要条件の第一はリーダーの存在、「魅
力的なビジョンリーダーと研究リーダー、また学際
的分野においては連携・調整に長けたリーダーが存
在していること」。第二は仲間の存在、「優れた同僚・
研究仲間、そして研究支援スタッフが在籍している
こと」。第三は「このための優れたマネジメントが
必須であること」でした。至極当然の要件ではあり
ますが、「ビジョン、人材、マネジメント」が、い
ずれの研究拠点でもバランス良く高いレベルにあっ
たことを指摘しています。何れにしろ、トップ拠点
形成の鍵は「人材」という書きぶりで締めくくって
います。

さて、これを JIRCASにひるがえってみると如何
に？自己への問いかけと答えは「職員の皆さんと一
緒に頑張らなくては……」です。
またまた組織絡みの検討が始まり、年内には、「独
法整理合理化計画」策定と、急ピッチな動きとなっ
てきました。こんな時こそ、JIRCASのミッション
をしっかり意識し、我々のプレゼンスをより認知し
てもらう格好の機会と捉え、今後とも腰を据え、研
究を推進していかなければなりません。

こんな思いを持ち、微力ではありますが、トップ
研究拠点を目指し、任を担っていく所存です。
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図１　カンボジアにおける稲雨期作の地域別に見た作付面
積変動の拡大

　　　数値は、水供給の変動が２割増加したときの、作付
面積の変動係数の増加値である。

　　　変動係数：標準偏差を平均値で割ったもの。

図２　水供給変動の下でのカンボジアにおけるコメ価格の変動
　　　過去と同程度水供給が変動する場合と、その変動が

２割増加する場合の幅をパーセンタイルで示した。
　　　Xパーセンタイル：最大値と最小値の間を１００等分し、

小さい方から数えてX番目の値。

サミットの主要な議題として取り上げられ、最近
話題となることの多い地球温暖化は、主要穀倉地帯
において作物の生育を阻害すると同時に、降水量の
変動を激化させ、農産物の市場に大きな影響を及ぼ
すことが予想されています。また、エルニーニョが
原因と考えられる昨年冬のオーストラリアの大干ば
つでは、冬作物の小麦、大麦、ナタネの生産量が平
年作に比べて６割以上減少しました。水は作物にと
って不可欠の生産要素であり、地球温暖化や森林破
壊などによるその供給の変動は、農産物の生産や価
格を不安定にします。
このプロジェクトでは、雨季と乾季で水位の差が
非常に大きなメコン川下流域を含むインドシナ地域
を対象に、降雨量や、作物が根から吸い上げた水量
などの水に関わるデータと、コメなどの農産物の生
産と消費に関わるデータを用いて、小さな川の流域
における農産物の需要と供給が分析ができるモデル
を開発します。そのモデルから、農地に対する水供
給量が変化したときに、どれだけ面積当たりの生産
量（収量）と作付面積が変化するかを把握できます。
さらにそれと同時に、どれだけその農産物の価格が
変化するかを分析できます。
今までの水と農業の関係を分析した研究は、水不
足を対象としたものが大半でしたが、この研究では、
東南アジア地域で問題となることの多い、洪水が農
業生産と市場に及ぼす影響の分析を行う予定です。
そのために現在、日降雨量の経年変化の詳細な分析
を行っています。さらに、水供給量の変動と農産物
市場の関係を分析するために、確率モデル的な分析
も行っています。これは、水量に関わるデータの組
を過去の趨勢と変動の値から自動的に作成し、それ
を生産と消費のモデルに含まれる収量と作付面積の
関数に入れて、どの地域の面積や生産量の変動が大
きいかを明らかにするものです（図１）。さらに、
生産量と消費量が一致するところで決まる価格の変
動の分析もできます（図２）。これらの分析値を基に、
衛星データや地理情報を用いて、さらに詳細な地図
を作成し、対象国の灌漑や水配分に関わる政策に携
わる方々へ提供する予定です。
共同研究を行っている農業環境技術研究所では、
タイ国を対象に気温や日射量を変数とする稲の作物
モデルを作成し、地域別にコメの収量の予測を行っ
ています。また、農村工学研究所では、メコン川下
流域を対象とする灌漑利用効率や雨水貯留率を変数
とする水供給モデルを作成し、地域別に作付面積の
予測を行っています。これらの予測結果をこのプロ
ジェクトで開発した農産物の需要と供給のモデルに

挿入し、水配分の制度の変更が農産物市場に与える
影響を分析することを検討しています。
農産物の需要と供給のモデルは、地域別の分析が

可能な国を単位とするモデルですが、JIRCASの世
界食料モデルの一部にその地域モデルを取り込む予
定です。コメの主要生産地域であるメコン川流域国
の水供給変動が、世界の食料市場に与える影響を捉
え、食料の生産国と輸入国のリスクを評価すること
が、本プロジェクトの最終的な目標です。

インドシナ水供給変動プロジェクト
国際開発領域 古家　淳



研究の背景
東北タイでは、年間の降水量が１，０００～２，０００mm
と他の熱帯乾燥地域に比べて比較的多いにもかかわ
らず、降雨が８月から１１月の短期間に集中し尚か
つ降雨パターンの変動が大きいため、作物の生産性
を高めることが困難な状況が続いています。これに
対処するために、東北タイでは数多くの溜池が建設
されていますが、溜池は、水面からの蒸発量が多く、
規模が小さく貯水量が限られているなどの理由で、
水問題を解決するには至っていません。そこで、
JIRCASは、２００２年からタイの土地開発局（LDD）
およびコンケン大学と共同で水資源利用の高度化を
目指したプロジェクトを開始しました。

東北タイの地形と地質
東北タイは、凹凸のある波だった台地状の地形が

広がっています。一般的に、台地の頂上部は森林、
そこから低地にかけてサトウキビやキャッサバが栽
培され、低地部では雨季に稲が栽培されています。
私たちはコンケンの近郊に試験地を設定して、まず、
土壌と地質の調査を開始しました。その結果、地表
から１ｍまでが砂質土、３～４ｍまでが粘土層、そ
の下は破砕された砂岩で、その層に地下水が存在す
ることを明らかにしました。次に、地下水位を測定
し、頂上部である森林では、（１）地下水位が常に
低い、（２）地中の水の動きは下向きでこの地域で
地下浸透が発生しているという調査結果を得ました
（写真１）。一方、雨季に水田として利用されている
低地部では、地下水は粘土層によって被圧され、粘
土層を貫通した井戸の水位は地表面よりも高くなる
ことを認めました（写真２）。

地下水位と土壌水分
地下水位が表層の土壌水分に与える影響を明らか

にするため、台地の頂上部と低地部で土壌水分を測
定しました。結果の一例を図１に示します。森林の
土壌は乾季には非常に乾燥しますが、低地部の土壌
は湿潤状態に保たれています。この結果は、雨季に
水田として利用されている低地部では、乾季でも土
壌水分を最大限に利用することによりかんがい水の
使用を極力抑えて畑作物や野菜を栽培できる可能性
を示唆しています。今後、乾季における最適な土地
利用計画を、農民と共同で考えていく予定です。

地下水利用の普及に向けて
現地調査の結果、地下水は有望な水資源であるこ

とが示唆されました。地下水は蒸発による損失が少

ないうえに、年変動が少なく安定的な供給が可能な
水資源です。現在、地下水利用を普及させるため、
持続的に利用可能な水量の算出、水質の測定、井戸
の掘削費と維持管理費などの経済分析の研究を進め
ています。
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図１　乾季における頂上部と低地部の土壌水分

東北タイにおける水資源の確保
生産環境領域 濱田　浩正

写真１　台地の頂上部
　　　　森林がわずかに残っている。
　　　　地下水位は地表から１２.２３ｍの深さ。
　　　　（３０m深度の井戸）。
　　　　調査日：２００５年１２月２１日

写真２　低地部
　　　　雨季に水田として利用している。
　　　　地下水位は地表より０.５m高い（３０m深度の井戸）。
　　　　調査日：２００５年１２月２０日
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アジアの農村地域には、多彩な在来野菜や伝統的
発酵食品などの郷土資源が眠っています。現地の人々
は長年にわたりそれらを利用してきましたが、産業
的利用の可能性があるにもかかわらず手つかずのも
のが数多くあります。近年、中国やタイなどで、郷
土資源を利用して価値の高い特産物を生産すること
により、貧しい農村地域における所得を向上させる
ことができる可能性が指摘され始め、新しい地場特
産物の開発と商業化を行うことにより、農村経済を
活性化しようという政策が打ち出されています。身
近な材料を加工して価値の高い商品をつくるための
知識と技術を身につけることは、貧困に苦しむアジ
アの農村地域の自立につながっていくと期待されま
す。一方、JIRCASにおけるこれまでの科学的研究
からアジアの郷土資源すなわち食用植物資源や発酵
食品の成分が様々な生理活性を持っていることが分
かってきています。本プロジェクトでは、在来農産
物・伝統食品が持つ生理機能性などの有用な性質を
解明し、それらを利用した新しい加工食品を開発す
ることを最終目標としています。

東南アジアの在来野菜の機能性
東南アジアでは、熱帯植物の花や樹木の新芽、水
生植物など、世界で広く消費されている一般的な野
菜とは分類学的に全く異なった植物が数多く食用と
して利用されています。これらの中にはユニークな
成分組成を示し、かつ疾病予防にも有効な活性を持

つものが少なくありません。アジアの在来野菜の中
から有用なものを見つけ出し、機能性食品等に加工
する技術を開発するため、JIRCASでは、数年前から
台湾にある世界蔬菜研究センター、タイのカセサート
大学、日本の食品総合研究所、野菜茶業研究所等と
の共同研究プロジェクトを実施しています。これま
でにタイ・ラオス各地の市場や農家、大学の試験圃
場などで約１，０００点の在来野菜試料を収集し、抗酸
化活性や抗変異原活性を測定しました。樹木野菜を
中心に欧米や日本で食べられている野菜とは比較に
ならないほど高い活性を示すものが多数見つかって
います。また、特段に活性の強い食用植物に含まれ
る活性成分を分離して化学構造を明らかにし、新規
物質については特許を取得しています。今後、新し
い機能性食品の開発のため、加工時に機能性がどの
ように変化するか検討していく予定です。

中国伝統食品の機能性
古くから医食同源思想が浸透している中国ではさ
まざまな機能性を示す伝統食品が食べられています。
新たな機能性食品開発を目的として、中国農業大学
と共同研究を実施しています。特に注目しているの
は、血糖値のコントロールに関与するグルコシダー
ゼとアセチルコリンエステラーゼの阻害活性です。
これまでに、大豆発酵食品を中心に有望な試料が見
つかりました。

アジア農産物の高付加価値化
― 在来農産物や伝統食品を活用した農村経済の活性化 ―

利用加工領域 中原　和彦

様々な在来野菜が売られているビエンチャンの市場（ラオス）





　JIRCAS は１９９２年から国際共同研究招へい事業
を実施しています。本事業は、開発途上国が直面す
る食料問題、砂漠化の進行、遺伝資源の消滅など地
球規模の様々な問題に対処するため、発展途上国の
研究者との共同研究を通じ、これら諸問題の解決と
発展途上国の研究者の能力向上を図ることを目的と
しています。２００７年度は８カ国から１６名の研究者

を招へいしました。１１名がつくば、２名が熱帯・
島嶼研究拠点、そのほか３名が現地滞在型として
JIRCAS 研究者が共同研究を実施しているタイ（２名）
及びフィリピン（１名）において１年間の共同研究
活動を行っています。招へい者は以下のとおりです。

（研究交流科　藤本　直也）

2007年度JIRCAS 国際招へい共同研究者の紹介
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つくば滞在型（研究場所：JIRCASつくば、共同研究期間：2007年5月 ～ 2008年4月）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ハムウィ・アラディン

フ・チュンファ

ヌゲン・ティ　ミン　ヌゲット

タチャーパイクーン・チャクリット

アピワタナピワット・ワラポーン

ケッグラトック・ナチャヤ

イピンモロティ・ロティミ　ルフス

ホセイン・ザキール

ソニ　ダルマワン

ダン・ドゥ　ティ

リウ・ハグン

シリア

中国

ベトナム

タイ

タイ

タイ

ナイジェリア

バングラデシュ

インドネシア

ベトナム

中国

国際乾燥地農業研究センター

華中科学技術大学

分子生物・農業遺伝学研究所

キングモンクット工科大学

カセサート大学農業・農業工学生産改良研究所

コンケン大学

ナイジェリア国ココア研究所

バングラデシュ農業大学

バンドン工科大学

ハノイ農業大学

中国農業科学院

生物資源領域

生物資源領域

生物資源領域

利用加工領域

利用加工領域

生産環境領域

生産環境領域

生産環境領域

国際開発領域

生産環境領域

国際開発領域

No. 氏　名 国　籍 所属機関 受入研究領域

沖縄滞在型（研究場所：JIRCAS熱帯・島嶼研究拠点、共同研究期間：2007年5月 ～ 2008年4月）

1

2

ラウヤリー・パユンサック

ジョイア・ムハマッド　フィアズ

タイ

パキスタン

タイ農業局

パキスタン農業技術会議

拠点－生物資源分野

拠点－島嶼管理分野

No. 氏　名 国　籍 所属機関 受入研究領域

現地滞在型（研究場所：海外プロジェクトサイト、共同研究期間：2007年5月 ～ 2008年4月）

1

2

3

カンジャナウォラクル・ポーンマネー

ムハマッド・ファルーク

スィッティウォン・ジュタマス

タイ

パキスタン

タイ

カセサート大学

パキスタン農業大学

ウボンラチャタニー大学

No. 氏　名 国　籍 所属機関

タイ・カセサート大学

フィリピン・国際稲研究所

タイ・畜産振興局

プロジェクト実施機関


